
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

引き続き計画的な整備を実施していく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

活動指標は令和９年度（２０２７年度）に目標値を達成する見込みであり、計画どおりに事業を進めることが
できている。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

41% 44% 44% 46% 48% 50%

↓

アウトカム
成果指標1

地域の核となる公園のうち、再整備が実施された公園の割合 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

329公園 347公園 348公園 365公園 383公園 401公園

人工

指標

アウトプット
活動指標1

地域の核となる公園のうち、再整備を実施した公園の数 という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

11.4 人工

令和6年度予算額 1,212,000 千円 うち特定財源 1,107,000 千円 正規職員業務量 9.9

正規職員業務量 11.4 人工

令和5年度決算額 1,735,048 千円 うち特定財源 1,576,153 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 9.4 人工

令和5年度予算額 1,378,000 千円 うち特定財源 1,265,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

公園が密集する地域において、各公園の役割の明確化や機能重複の見直しを図るなど、施設総量の抑制を取り入れた機能
分担を実施することで、コスト削減（維持管理費、施設整備費）や公園の新たな利用を創出する。

他都市の状況

「都市公園のストック効果向上に向けた手引き」（H28.5国土交通省）では、「機能の再編」として一定のエリアを設定して当該エ
リア内で公園ごとの特性に応じて魅力向上・機能分担を行う考えや、中心となる公園の誘致圏内で公園管の機能重複の解消
による魅力向上の事例が紹介されており、東京都武蔵野市等で実施されている。

市民参加の実施

令和4年度決算額 1,350,850 千円 うち特定財源 1,282,425

施策名 道路、交通施設、上下水道、公園、河川、廃棄物処理施設等のイン

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

造成から３０年以上経過した公園は７割を超え、１０年後には９割に達する予定。施設の老朽化だけでなく、地域ニーズや社会
情勢も変化しており、各公園をとりまく状況に合わせた再整備を行い、より多くの人が快適に公園を利用できるようにする必要
がある。

事業内容
（何を実施し）

令和２年に策定した札幌市公園整備方針における「街区公園の機能分担」という考えのもと下記のとおり街区公園等を分類
し、核公園と機能特化公園に関して、ワークショップ等による地域との対話をふまえた再整備を進めている。また、一部の街区
公園では、トイレの廃止についても地域と協議している。

～街区公園の機能分担～
・地域の核となる公園：多機能で、レクリエーション機能（遊具等）を重視した地域利用の中心となる公園
・機能特化公園：遊具等に頼らない新たな機能に特化
・その他の街区公園：現状の機能を維持（基本的に再整備対象外）

【具体的な取り組み内容】
　①地域の核となる公園等の全面再整備
　　・工事　　　白石公園など３８公園
　　・実施設計　東苗穂公園など４２公園

事業名 地域と創る公園機能再編・再整備推進費

評価担当課 所   属 建）みどりの推　みどりの推進課 電話番号 011-211-2525

事業評価調書

年度 令和5年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 36444


